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況
や
連
絡
等
に
つ
い
て
は
、
職

員
が
行
う
よ
う
に
な
る
。
ま
た

各
地
区
の
方
に
は
、
地
区
の
代

表
者
を
通
し
て
、
村
と
の
連
絡

調
整
を
図
り
、
お
互
い
に
安

心
・
安
全
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

質
問　

災
害
救
助
等
は
隣
近
所

の
人
が
助
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思
う
。
細
か
な
情
報
は

班
長
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
。

未
加
入
世
帯
を
減
ら
す
こ
と
が

最
善
と
考
え
る
が
、
加
入
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

加
入
世

帯
数
は
ほ
ぼ
固
定
化
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
区
長
制
度
は
、
き

め
細
か
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
、

災
害
時
対
応
で
き
る
よ
う
な
近

所
づ
き
あ
い
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

質
問　

土
屋
地
区
、
県
道
稲
敷

阿
見
線
の
早
期
の
歩
道
設
置
が

見
込
ま
れ
な
い
今
、
一
番
危
険

な
３
年
生
を
バ
ス
通
学
に
変
更

で
き
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）　

小
学
校

の
通
学
方
法
は
徒
歩
に
よ
る
通

学
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
土
屋

地
区
の
通
学
距
離
が
長
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
１
・
２
年
生
は
通

学
バ
ス
、
３
年
生
以
上
は
自
転

車
通
学
と
し
て
い
る
。
３
年
生

ま
で
バ
ス
通
学
を
拡
大
す
る
こ

と
は
、
村
全
体
と
し
て
の
不
公

平
感
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

災
害
に
強
い
情
報
連
携

シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
防
災
情

報
を
初
め
、
避
難
情
報
、
安
否

情
報
等
い
ろ
い
ろ
な
災
害
関
連

情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
取
得

で
き
る
こ
と
は
心
強
い
限
り
だ

が
、
16
避
難
所
に
対
し
使
用
方

法
や
訓
練
等
は
行
っ
た
の
か
ど

う
か
。

答
弁（
総
務
部
長
）　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
機
器
が

あ
れ
ば
、
防
災
情
報
、
災
害
情

報
、
安
否
情
報
等
を
エ
リ
ア
内

で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、広
報
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

内
容
や
使
い
方
を
ま
と
め
た
概

要
版
を
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
次
に
、
訓
練
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
な
い
。
各
避
難
所

に
は
Ｉ
Ｐ
電
話
が
設
置
し
て
あ

り
、
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
職
員
配
備
体
制

に
よ
り
、
職
員
が
行
う
予
定
で

あ
る
。

質
問　

自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
各
地
区
自
治
会
と
行
政

側
と
の
連
絡
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

連
絡
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
事
前

の
対
応
が
で
き
る
と
き
は
、
広

報
車
や
消
防
団
の
協
力
の
も
と
、

早
目
の
呼
び
か
け
と
避
難
所
開

設
な
ど
の
措
置
が
で
き
る
が
、

地
震
の
よ
う
な
災
害
は
事
後
対

応
と
な
り
、
状
況
を
確
認
し
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
迅
速
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
避
難
所

の
運
営
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
状

防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

椎
し い な

名　利
と し お

夫
議員

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
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